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1. 学会概要 
報告者は国際研究集会派遣助成を利用して 2013 年 5 月 10 日から 5 月 15 日までの 5

日間アメリカ合衆国フロリダ州にて開催された視覚科学学会第 13 回年次大会に参加し

た。視覚科学学会は，精神物理学，神経科学，認知心理学といった多岐にわたる分野の

専門家が集い，それぞれの立場から相互に議論を深めることで，視覚科学研究の発展に

寄与することを目的として開催されている。 
 
2. 報告者の発表内容 

人間は，何かを学習しようという学習意識を伴わないときにも，視覚場面の情報を潜

在的（無意識的）に学習している。報告者の研究課題は，潜在学習という無意識的な過

程が認知的制御の影響下にあるのかを明らかにすることである。潜在学習の過程では，

視覚場面に含まれるあらゆる情報を学習しているのか，それとも重要な情報を優先的に

学習しているのかということはまだよく分かっていない。人間が自分の行動にとって重

要な情報を優先的に学習するのだとすれば，無意識的な過程においても有効性の判断と

いう認知的制御が関与していることになる。 
報告者は，画面上の様々な位置に次々と現れる物体の中から，あらかじめ定義された

目標刺激をできるだけ早く見つけるという課題を用いてこの問題を検討した。系列的に

呈示される物体の位置や形のパタンがあらかじめ固定されていると，そうしたパタンの

潜在学習によって，系列中の目標刺激を見つけるまでの時間が短くなることがわかって

いる。目標刺激は，異なるカテゴリに属する物体か，教示された位置に呈示されなかっ

た物体として定義された。実験の結果，異なるカテゴリに属する物体を見つける課題の

ときには物体の形が潜在的に学習され，物体の位置は学習されないということがわかっ

た。また，教示された位置に呈示されなかった物体を見つける課題のときには物体の位

置が潜在的に学習され，物体の形は学習されないということが明らかになった。これら

の結果は，潜在学習であっても，課題を行うために有効となる情報を人間が優先的に学

習することを示している。報告者は本研究により，潜在学習が有効性の判断という認知

的制御の影響下にある可能性を示した。 
 
 



3. 学会参加のフィードバック 
 今回の発表では多くの重要なコメントを得ることができた。たとえば，「なにが引き

金になってある要素の潜在学習が起きるのか」というコメントからは新たな実験を行う

必要性を考えさせられた。「別の手法を用いれば，潜在学習の効果をより強く検出する

ことができるのではないか」という指摘については，検討の余地があると思われた。「人

間の潜在記憶は大容量であり多くの情報を保持することができるのにも関わらず，なぜ

課題に関連した情報のみを学習するのか」，「潜在学習が脳のどういった領域と関係して

いると考えているか」という質問に対しては，自分なりの考えを述べることができ，有

意義な議論をすることができた。今回発表した研究成果を論文にまとめて投稿する際に

は，議論によって査読者を納得させなければならない。発表を通じて多くの研究者と英

語で議論をした経験がその際に生きてくるように思う。また，自分の研究を面白いとい

ってもらえたことには深く感動した。今回の学会参加で得たコメントを糧に，より精力

的に研究活動に打ちこもうという思いを強くした。 
 本学会では様々な領域の最先端の知見に触れる機会に恵まれ，今後の研究の発展のた

めの情報収集を行うことができた。とくに，機能的 MRI や脳波，瞳孔径の測定といっ

た，今後の研究に取り入れたい手法を用いている研究者と意見交換をする機会を得たこ

とは非常に意義深かった。この経験を自身の潜在学習に関する研究に生かし，新たなア

プローチの開発に結び付けていきたいと思う。 
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